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在
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
日
本
国
大
使
館
に
お
け
る
放
火
騒
動
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

本
年
六
月
二
十
一
日
、
在
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
日
本
国
大
使
館
に
お
い
て
出
火
騒
ぎ
が
あ
っ
た
。
右
の
騒
動
を
調
べ
る
た

め
、
警
視
庁
の
捜
査
チ
ー
ム
が
現
地
を
訪
問
し
、
実
地
検
分
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
十
二
月
二
日
、
同
大
使
館
に
勤
務
し
て

い
た
山
田
真
也
三
等
書
記
官
を
、
放
火
の
疑
い
で
逮
捕
し
て
い
る
。

右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
五
第
一
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
警
視
庁
に
よ
る
実
地
検
分
の
結
果
に
関
し
、
「
捜
査
機
関
の
具
体
的
活
動
内
容
に
関
わ
る
事
柄

で
あ
り
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
。
放
火
事
件
が
発
覚
し
て
か
ら
、
な
ぜ
半
年
も
の
長

期
に
渡
り
、
よ
う
や
く
容
疑
者
の
逮
捕
と
な
っ
た
の
か
。
在
外
公
館
に
お
け
る
出
火
騒
ぎ
と
い
う
、
国
家
主
権
に
も
関
わ
る

問
題
の
真
相
究
明
に
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
の
時
間
を
要
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
経
過
を
説
明
さ
れ
た
い
。

二

山
田
容
疑
者
は
放
火
の
事
実
も
公
金
横
領
の
事
実
も
否
認
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
山
田
容
疑
者
の
逮
捕
理
由
は

何
で
あ
る
の
か
、
改
め
て
説
明
さ
れ
た
い
。

三

前
回
質
問
主
意
書
で
、
今
回
、
日
本
国
大
使
館
で
出
火
騒
動
が
起
き
た
際
、
同
大
使
館
に
二
千
万
円
も
の
現
金
が
置
か
れ

て
い
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
本
件
火
災
発
生
時
の
状
況
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
現
在
調
査
中
で
あ

一



り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
大
使
館
の
焼
け
跡
か
ら
空
に
な
っ
た

金
庫
が
見
つ
か
り
、
職
員
の
給
与
に
充
て
る
た
め
の
現
金
約
二
千
二
百
万
円
が
な
く
な
っ
て
い
た
と
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
見
て
も
、
大
使
館
に
そ
れ
だ
け
の
額
の
現
金
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

四

各
在
外
公
館
に
現
金
と
し
て
置
い
て
お
け
る
金
額
上
限
に
関
す
る
外
務
省
の
内
規
に
関
し
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
在

外
公
館
の
会
計
事
務
等
に
関
し
て
定
め
る
在
外
公
館
会
計
規
程
（
昭
和
四
十
八
年
外
務
省
訓
令
第
七
号
）
に
お
い
て
、
出
納

官
吏
は
常
時
小
口
の
現
金
支
払
を
必
要
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
最
小
限
度
の
手
持
現
金
を
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
大
使
館
に
お
い
て
二
千
万
円
を
超
え
る
現
金
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
右
答

弁
に
あ
る
「
最
小
限
度
の
手
持
現
金
」
に
該
当
す
る
か
。

五

各
在
外
公
館
に
お
け
る
内
規
の
上
限
金
額
を
、
国
民
の
税
金
で
あ
る
以
上
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

今
回
の
在
コ
ン
ゴ
大
使
館
の
出
火
騒
動
と
同
様
に
、
在
外
公
館
に
お
い
て
出
火
ま
た
は
公
金
が
な
く
な
る
事
件
が
発
生

し
、
現
職
の
大
使
館
職
員
の
騒
動
が
、
他
の
我
が
国
の
在
外
公
館
で
過
去
に
起
き
た
こ
と
は
あ
る
か
。
あ
る
の
な
ら
、
そ
の

事
例
を
全
て
挙
げ
ら
れ
た
い
。

二



七

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
外
務
省
と
し
て
は
、
本
件
火
災
後
、
冨
永
大
使
を
本
邦
に
帰
国
さ
せ
て
は
い
な
い
が
、
必
要

に
応
じ
、
冨
永
大
使
か
ら
本
件
火
災
に
関
す
る
状
況
等
を
聴
取
し
て
き
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
外
務
省

と
し
て
、
逮
捕
者
が
出
た
今
で
も
、
冨
永
大
使
を
帰
国
さ
せ
、
事
情
を
直
接
聴
取
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


